
議決権行使書での質疑応答

ご意見・ご質問の内容

回答の内容

１年生の１部クラスのみ駐輪場の屋根がないので設置してほしい。雨の日のみならず、猛暑日にハンドルやサドルが熱くなりすぎて乗れないという意見を聞きました。

今年度の市の当初予算は既に決定している為、来年度の予算として検討して頂けるよう、学校施設課に学校とPTA連名で陳情をあげております。

経緯や進捗は学校ホームページに掲載していく予定です。

広報委員会の必要性を感じないです。

広報委員について検討の余地があると考えます。広報委員の業務である広報誌「はぐるま」は、年度最初の発行紙面の内容は教員・部活紹介であるため、2年連続本部にて発行していま

す。2年連続で広報委員会が発足していないことから、紹介のためのはぐるま発行を含め、皆様へのアンケートなどを参考に広報委員のあり方について議論していく所存です。

加入率が60％ということでしたが、学年毎の加入率に差はあるのでしょうか?

60％の数値は１２月～１月にかけて行いましたPTA入会アンケートの集計結果で、PTA加入予測率となっております。２年生、３年生の入会率に比べると、１年生の入会率が若干少な

い予測となっています。
細則内に誤字と思われる漢字表記がありました。

細則-第1条-(4)

祖のつど

とあります。

ご確認をお願いしたいです。

活動に積極的には関われませんが、陰ながら応援しております。
ご指摘いただきました通りです。訂正してお詫び申し上げます。

 誤） 「祖のつど」

 正） 「そのつど」

予備費なのですが、令和6年の予算では増えており、推移では8年になくなると記載してます。これは何か減る理由があるのですか？

特別会計の一般会計繰入以降、学校側への支出を増やすことで予備費圧縮を進めております。急に予算を減額すると学校側に対する影響が大きいため、今年度は学校協力費を20万減額

としており、一時的に予備費が増える形となります。予備費を除く支出総額より繰越金を除く会費による収入が少ない見込みのため、現状の支出レベルでは数年先に予備費がなくなる

見通しです。令和8年度予算あたりで収入と支出が釣り合うような状態に持っていきたいと考えております。

会則の改定にあわせて、PTA憲章の「教師」も「教職員」と変更してよいのではと感じました。

記載していることを実施する主体は教師と保護者のため。職員はそのサポートのため、憲章は今回の修正に含めませんでした。
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